
第４回循環資源利用促進税事業検証懇話会開催概要 
 
 

１ 開催日時 
  平成 2８年８月２３日（火） 1４時 00 分から 1５時５0 分まで 
 
２ 開催場所 
  北海道立道民活動センター（かでる２・７） ６２0 会議室 
  （札幌市中央区北２条西７丁目） 
 
３ 出席者 
（１）懇話会委員（敬称略、５０音順） 

所 属 職 氏 名 出 欠

北海道農業協同組合中央会 農業振興部長 浅野 正昭 欠席 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 石井 一英 出席 

北海道漁業協同組合連合会 環境部長 井下 泰浩 出席 

北海道経済連合会 理事 事務局長 菅原 光宏 出席 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 工業試験場 材料技術部長 髙橋 徹 出席 

公益社団法人 北海道産業廃棄物協会 副会長 寺嶋 忠雄 出席 

北海道中小企業団体中央会 連携支援部長 馬込 毅 出席 

一般社団法人 北海道食品産業協議会 専務理事 矢倉 武志 欠席 

 
 
（２）事務局  

所 属 職 氏 名 

北海道環境生活部環境局循環型社会推進課 課 長 田畑 寿幸 

〃 主 幹 木村 尚司 

〃 主 査 早田 武志 

〃 主 任 堀 英樹 

 
 
 
 
 



４ 開催概要 

○課長より挨拶 

・前回６／３の懇話会開催後、経済団体等で構成する循環税事業関係団体連絡会議及

び道庁内関係部によるワーキンググループを開催し、税事業の検討経過について説

明を行うとともに、要望・意見等や新規事業の提案などをいただいたところであり、 

 その内容については、本日、説明する。 

・本懇話会は、全５回の開催を予定しており、本日の議論で方向性に目途がたてば、

１０月中旬頃に最後の会議を開催することを考えているので、本日は様々な提言を

いただきたい。 

 

（１）第３回懇話会の指摘事項への対応等について 

○資料３及び参考資料１に基づき、事務局より説明。 

○指摘 

・資料３の前回指摘事項への対応等について座長から確認、各委員了承。 

・参考資料１のような具体的な事業案を懇話会メンバーから提案することは可能か。 

（石井座長） 

・連絡会議での意見で、リサイクル率が低い建設混合廃棄物への支援の要望につい 

ては、産廃協として、具体的な対応についての考えはあるのか。（石井座長） 

→北海道では、プラント化に費用をかけているところはほとんどないため、プラ 

ント化を推進することにより、分別が進み再利用が増えると考えるため、補助 

率を上げてもらえるよう要望する。（寺嶋委員） 

・最終処分業者への優遇措置における具体的な内容として、屋根の整備など、より 

適切な維持管理のための追加投資に対する補助について検討願う。（寺嶋委員） 

・ＰＣＢ処理事業は、水銀等の対策を含めた複合的な普及啓発が望ましい。 

また、リサイクル等に係る環境教育は、対象について整理が必要。（石井座長） 

・研究開発補助事業終了後における研究成果や事業化の状況については、 

道総研の研究発表会やその他の会議などの場をかりて、発表することが有効と考 

える。（石井座長） 

    →道総研の対応は可能。（高橋委員） 

 

（２）北海道循環資源利用促進税事業の検討に関する報告書（素案）未定稿について 

  ○資料４に基づき、事務局より説明 

  ○指摘 

   ・Ｐ５の不法投棄件数について、想定されるばらつきの理由として、１件あたりの

量が多いことや年度ごとの判明の有無に左右されるということか。（井下委員） 

・Ｐ９の税事業の効果の表６について、合計の実績値が目標値の約半分となってい 

るが、計画どおりならなかった理由は把握しているのか。（高橋委員） 

   ・Ｐ１９、２２のリサイクル率の伸び悩みについて、最大の改善方法は普及啓発で



あるとのとらえ方なのか、他の方法はないのか。判明しているリサイクルが進ん 

でいないもの、地域的な課題があるものについては、それに対する具体的な方法が

あると思われる。 

また、Ｐ２２に産業廃棄物の実態を的確に把握とあるが、今までも実態把握は行

っていたと思われるが初めて実施するような表現となっている。（菅原委員） 

・現在、実施している実態調査は、統計的な内容であることから、今後は、埋立量を

減らす、リサイクル率を上げるという目的を持った調査を行い、課題・施策等を考

えるべき。（石井座長） 

・Ｐ３の表 1 北海道の産業廃棄物の排出・処理状況の推移の表については、目標値を 

入れるべき。（石井座長） 

・Ｐ１０の図５最終処分量の推移について、Ｈ２３の実態調査の最終処分量と税収か 

ら換算した最終処分量について、どの程度の違いがあるのか。（石井座長） 

・設備整備費補助の優先的に取り組む産業廃棄物について検討するのであれば、建設 

混合廃棄物と併せて廃石膏ボードについても埋立後に硫化水素が発生するなどの 

課題があるので、対応を考えてほしい。（石井座長） 

・廃石膏ボードについては、新築ではリサイクル率が高いが、解体については異物が

多く技術的にもリサイクルが難しいので、技術開発とともに、施設整備への重点的

支援をお願いしたい。（寺嶋委員） 

・Ｐ２０の取組の拡充強化について、民間企業の技術開発事業について及び民間と自 

治体協同のソフト事業に対する支援についても加えてほしい。（石井座長） 

・事業者が抱える課題については、企業側の実態としては、それらの課題について、

対応しきれない状況であり、生産性の向上に繋がるような経営面での支援が求めら

れていることから、具体的な支援策を加えてほしい。（馬込委員） 

・企業が主催する研修会などについて講師派遣の支援はあるのか。（寺嶋委員） 

 

（３）その他 

○事務連絡 

   次回の懇話会については、１０月中旬を予定しているので後日、日程調整の連絡。 

   報告書に対する新たな意見・要望について、9 月中旬を期日に様式にて提出願う。 


